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水道モニター　　　　　　託
内施設見学や研修会への参加、
レポートの提出など　対市の水
道か公共下水道を利用している
20歳以上の人　※過去２回水道
モニターをした人を除く　期４
月から１年間　定30人　申電話
か郵送、ファクス、メールで応
募理由も２月26日（消印有効）ま
でに〒890-8585鴨池新町1-10水
道局経営管理課☎213-8507
D252-6728メールsdkeiei-kika@
city.kagoshima.lg.jpへ
平川動物公園モニター
内施設見学や意見交換会への参
加、アンケートへの回答など（年
２回程度）　※採用者に年間パ
スポートを進呈　対市内に住む
18歳以上の人　期４月から１年
間　定10人　申往復はがきで応
募理由も２月28日（必着）までに
〒891-0133平川町5669-1同公園
☎261-2326D261-2328へ

市立病院ボランティア
内外来の案内、小児科病棟での
子どもの遊び相手、シーツやタ
オルなどのたたみ作業など　
申詳しくは市立病院看護部
☎230-7000（内線2051）へ

ランチタイムコンサート出演者
対30分のプログラムを構成・演
奏できる個人やグループ　期４
～６月の金曜日12時20分～12時
50分の期間中１回　所本庁みな
と大通り別館　定５組程度　
申郵送かファクス、メールで
出演者名（グループのときはグ
ループ名と代表者名）、ジャン
ル、演奏形態、出演希望日（第
２希望まで）も２月28日（必着）
までに〒892-0847西千石町13-3-
3F-2かごしまアー
トネットワーク
☎・D248-7780
メールinfo@k-art-
net.orgへ
市政出前トーク
◇136のテーマを用意していま
す。市職員が地域に伺い市政を
分かりやすく説明し、皆さんの
意見などを聞きながら、一緒に
まちづくりを考えます　◇新し
いテーマ…「宅地防災」、「火の
用心！ シルバー教室」、「交通
安全施設（ゾーン30）の整備」　
対町内会や趣味の会など、おお
むね20人以上の市民グループ
申本庁、各支所、各地域公民館
などにある申込書（市HPでダウ
ンロード可）を希望日の２週間
前までに市民協働課☎216-1204
D216-1207へ

募　集
 応募要領は24面 

市スポーツ振興協会ロゴマーク
のキャラクターの名前
◇昨年12月に決定した同協会ロ
ゴマークのキャラクターの名前
を募集しています　◇募集期限
…２月19日（消印有効）　申詳し
くは同協会HPか同
協会☎248-7718
D248-7738へ

ひとりで悩まずご相談を
かごしま犯罪被害者支援センター
◇犯罪や交通事故の被害に遭っ
た人と家族などに対し、電話・
面接相談、病院・裁判所への付
き添いなどの支援を行っていま
す　※相談無料・秘密厳守　
◇受付日時…火～土曜日の10時
～16時（休日を除く）　問かごし
ま犯罪被害者支援センター
☎226-8341
市議会本会議インターネット中継
◇令和３年第１回定例会（２月
15日開会）の本会議をリアルタ
イムで視聴できます
問政務調査課
☎216-1454
D216-1452

Ｊアラートのテスト放送
◇市内各所の防災行政無線から
テスト放送を流します　期２月
17日（水）11時ごろ　問危機管理
課☎216-1213D226-0748
土砂災害（特別）警戒区域の
指定に関する住民説明会
◇県では、土砂災害から人命を
保護するため、土砂災害（特別）
警戒区域の指定を進めています
◇伊敷・中央地域で、指定の目
的などに関する説明会を開催し
ます　期①伊敷地域…２月21日
（日）・25日（木）、②中央地域（武・
田上地区）…２月24日（水）・28
日（日）　※いずれも10時～16時
◇概要説明を11時、13時、15時
に行います（説明内容は同じ）　
所①伊敷公民館、②武・田上公
民館　問県砂防課☎286-3616
D286-5627、危機管理課☎216-
1213D226-0748　
家庭ごみの高齢者等戸別収集
サービス（まごころ収集）
対一人暮らしのごみ出しが困難
な人で、介護保険法か障害者総
合支援法に基づく居宅サービス
を利用しており、次に該当する
人、①要介護１以上の認定を受
けた人、②身体障害者手帳１・
２級、療育手帳Ａ・Ａ１・Ａ２、精
神障害者保健福祉手帳１級を持
つ人　※①②の人だけで構成さ
れる世帯も対象　料無料　申谷
山・喜入地区は南部清掃工場
☎261-5588D261-1566、それ以
外の地区は清掃事務所☎238-
0201D238-0204へ

令和元年度の決算がまとまりました
詳しくは市HPか市政情報コーナー、各支所、各地域公民館などにある「令和元年度決算のあらまし」をご覧ください。

【財政課☎216-1155D216-1162】

 市の借金（市債）は減少 
　市債は、将来の市民の皆さんにも公平に費用
負担をしていただくなどの観点から発行してい
ます。臨時財政対策債を除く実質的な市債残高
は、前年度より20億円減少しました。

 市の貯金（基金）を活用 
　基金は、一般家庭の貯金に相当するもので、
必要に応じて積み立てや取り崩しを行っていま
す。行政サービスに活用し、元年度の残高は、
前年度より36億円減少しました。

 元年度決算のまとめ 
　前年度に引き続き黒字を確保し、実質的な市
債残高を減少させました。基金残高は減少しま
したが、健全な財政運営を維持しつつ、さまざ
まな施策を積極的に推進しました。

　特別会計（特定目的のための会計）
　 　国民健康保険事業は、約32億円の赤字となりましたが、令和２年度
の歳入を繰り上げて不足分に充てました。

　　その他の７つの特別会計は黒字か収支均衡となりました。
　企業会計（地方公営企業の会計）
　 　病院・交通・船舶事業は赤字となりましたが、その他の企業会計は
黒字を確保しました。

一般会計
　福祉や医療、教育、道路・公園の整備など基本的な行
政サービスを行う一般会計は、適切かつ効率的な執行に
努め、約44億円の黒字を確保しました。
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市民１人当たり約44万１千円の主な使い道
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教育の振興
約３万１千円

道路・公園
などの整備
約４万８千円

福祉の充実
約21万３千円
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その他
（県が市の特定事業に
出したお金など）
347億744万3千円

歳出2,652億1,188万1千円
（年間収入）（年間支出）

一般会計決算額の内訳
歳入2,714億6,116万4千円

民生費
（子育て支援や高齢者の医療など
福祉の充実に）
1,281億8,600万8千円

市税
（市民税や固定資産税など）
887億6,248万円

土木費（道路・公園などの整備に）
291億8,709万8千円

その他
（使用料や手数料など）
293億6,739万9千円

地方交付税
（国から交付されたお金。
使い道は市が自由に決められる） 
317億7,515万6千円

公債費（市債の返済に）
299億7,834万6千円

教育費（教育の振興に）
185億6,240万6千円
衛生費（環境や衛生の向上に）
154億6,945万8千円

実質収支
43億8,271万6千円

国庫支出金
（国が市の特定事業に出したお金）
595億7,882万2千円

市債（銀行などから借り入れたお金
（返済時に国から一部補てんあり）） 
272億6,986万4千円
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⑤翌年度繰越財源 18億6,656万7千円

｝
④その他（市の運営などに） 269億7,824万円

①商工費（商業・観光の振興に） 89億163万6千円
②消防費（消防・救急に） 56億5,508万1千円
③農林水産業費（農林水産業の振興に） 22億9,360万8千円
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